
令和 6 年度 第３回 学校運営協議会 議事録 

 

校 名 大阪府立桜和高等学校 

校長名 川口 伊佐夫 

 

開催日 令和７年２月１９日（水） 

開催場所 大阪府立桜和高等学校 小会議室 

出席者（委員） 瓜生 彩子  様 山咲 進一  様  

細川 茂   様 松原 美佐都 様  関根 幹雄  様  

出席者（学校） 校長：川口 伊佐夫  教頭（事務局長）：福原 泰一 

首席・生活指導部長：栗本 幸治 

首席：渡辺 久丹栄  教務主任：伴田 実 進路指導主事：伊藤 智則 

傍聴者 なし 

協議資料 なし 

備考  

 

議題等 

〇校長あいさつ 

○令和６年度学校経営計画最終評価 

〇令和７年度学校経営計画について 

〇協議・意見交換 

〇閉会のあいさつ 

協議内容・承認事項等（意見の概要） 

【関根様】 

・「探究 EXPO」について、どんな高校が参加したのか。 

・地域との交流や学びを外に広げる取り組みをたくさん行っており、いろんなことをやっているなと

感心する。ぜひこういった交流は続けていってほしい。 

・遅刻指導に関して…何分遅れたら遅刻になるのか。また繰り返し遅刻をする生徒もいると思うが、

各学年でだいたい年名くらいが遅刻をしているのか。 

・「三観点での評価」とはどのような評価で、どのように評価しているのか。 

・ビブリオバトルという取り組みは非常によい取り組みだと思う。どんな本で行っているのか。制限

とかはあるのか。 

・姉妹校だけでなく 1 日だけの国際交流も行っているとのことだが、1 日国際交流の意義は何か。 

【細川様】 

・不登校の生徒に対してどのようなアプローチを行っているのか。また、SC の相談体制はどうなっ

ているのか。 



・AED 講習に関してどのような生徒が対象となっているのか。 

・制服の着崩しが残念であるという意見があるが、どれくらいいるのか。 

【山咲様】 

・中学生をワークショップに参加させてもらい、中学生にとっても教員にとっても非常に良い経験と

なった。中高の地域交流ができてよかった。何より高校生が楽しんでやっているのが印象的で、取り

組まれている「好き」をベースにした教材づくりは、生徒へ影響を与えるものだと感じた。 

【瓜生様】 

・保護者の学校教育自己診断項目「HP をよく見る」が 60％台であり、教頭からの報告では情報の周

知が課題であるとのことだったが、同様に「教育情報について可視化されているという」項目では 90％

以上の肯定的回答があることから、保護者にはしっかりと情報は伝わっており、足りないとは言えな

いのではないか。質問項目の見直しも検討したらどうか。 

【松原様】 

・薬物乱用の講習が開かれなかったとのことなので、ぜひ次年度は開いてほしい。 

【破戸様】 

・まず、地域にグラウンドを開放してくれて本当に感謝している。子どもたちが広いグラウンドで、

のびのび活動ができているのが本当にありがたい。 

・扇町商業、扇町総合と学校の変遷を見てきたが、桜和高校もこれからどんな学校になっていくのか

を楽しみにみている。 

 

 


